
3　一九世紀から二〇世紀初頭のドイツにおけるシンティ・ロマ概念の変遷

    
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
変
遷

　
　
　
　
　
　

―
百
科
事
典
と
内
務
省
史
料
を
手
掛
か
り
に

―

大
谷
　
実

　

状
況
は
、
一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
つ
の
転
機
を
迎
え
た
。
一
八
九
九

年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
王
立
警
察
本
部
）
に
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
個
人

情
報
を
収
集
す
る
機
関
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
情
報
局
」Zigeunernachrichtendienst

が

設
置
さ
れ
、
同
機
関
を
中
心
と
し
た
情
報
網
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

3
（

。

一
九
〇
五
年
に
は
、
同
機
関
は
蓄
積
し
た
個
人
情
報
を
編
纂
し
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
関

係
者
向
け
の
小
冊
子
『
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
・
ブ
ッ
ク
』Zigeunerbuch

を
発
行
し
、

バ
イ
エ
ル
ン
を
中
心
に
配
布
す
る
な
ど
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
は
シ
ン
テ

ィ
・
ロ
マ
の
情
報
の
収
集
と
伝
達
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

4
（

。
そ
し
て

一
九
一
一
年
一
二
月
一
八
・
一
九
日
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
召
集
に
応
じ
た
ド
イ
ツ
諸
邦

国
の
内
務
省
関
係
者
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
集
い
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
」die 

B
ekäm

pfung der Zigeunerplage

を
目
的
と
し
た
会
議
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
・
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
」Zigeunerkonferenz

（
以
下
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
表
記
）
が
開
催

さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
通
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
、
す
な
わ
ち
シ
ン
テ

ィ
・
ロ
マ
に
対
す
る
統
一
的
な
管
理
規
定
を
巡
っ
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
ド
イ
ツ
で
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
情

報
管
理
を
基
盤
と
し
た
統
一
的
な
政
策
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ

　
　
　

１　

は
じ
め
に

本
論
に
入
る
前
に
ま
ず
本
稿
に
お
け
る
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
、
シ

ン
テ
ィ
・
ロ
マ
と
は
「
ジ
プ
シ
ー
」（
英
語
：G

ypsy

）、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」（
ド
イ

ツ
語
：Zigeuner

）
な
ど
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
呼
称
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
に
邦
訳
さ
れ
た
『
ナ
チ
ス
体
制
化
に
お
け
る
ス
ィ
ン
テ
ィ
と
ロ
マ
の
大

量
虐
殺

―
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
国
立
博
物
館
常
設
展
示
カ
タ
ロ
グ
』
に
よ
れ
ば
、

「
ジ
プ
シ
ー
」「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
と
い
っ
た
呼
称
は
蔑
称
で
あ
り
「
悪
の
代
名
詞
」

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
大
半
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
こ
う
し
た
呼

称
を
差
別
語
と
み
な
し
、
拒
絶
し
て
い
る（

1
（

。
こ
の
た
め
現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る（

2
（

。
以
上
の

背
景
を
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
と
い
う
表
現
を
用
い

る
。
た
だ
し
、
今
回
検
討
対
象
と
す
る
歴
史
史
料
で
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
と
い
っ

た
表
記
が
登
場
す
る
た
め
、
史
料
か
ら
の
引
用
や
当
時
の
機
関
名
等
に
限
っ
て
の
み

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
呼
称
を
鍵
括
弧
付
で
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

中
世
後
期
以
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
活
を
営
ん
で
い
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
を
巡
る
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が
、
そ
の
際
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
誰
を
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
と
見
な
す
の
か
、

つ
ま
り
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
巡
る
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
「
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
」
政
策
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
い
か
な
る
人
び
と
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
射

程
を
測
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
に
着
目
し
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の

研
究
者
Ｌ
・
ル
カ
ー
セ
ン
（LU

C
A

SSEN
, Leo

）
で
あ
る
。
ル
カ
ー
セ
ン
は
、
ポ

リ
ツ
ァ
イ
関
連
史
料
に
基
づ
く
研
究
に
よ
っ
て
一
九
世
紀
末
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
二
面
性
を
指
摘
し
た（

5
（

。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
学
問
を

中
心
と
し
て
肌
の
色
な
ど
に
基
づ
く
生
物
学
的
・
人
種
主
義
的
特
徴
が
強
く
な
り
、

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
「
人
種
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
方
で
は
ポ
リ

ツ
ァ
イ
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
す
る
レ
ッ
テ
ル
貼
り
は
身
元
不
明
な
も
の
・
一
定

の
住
居
を
持
た
な
い
も
の
な
ど
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
び

と
を
取
り
締
ま
る
保
安
活
動
を
目
的
と
し
た
概
念
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ

う
に
ル
カ
ー
セ
ン
は
学
問
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
と
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
お
け

る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
区
別
し
対
置
し
て
説
明
し
て
お
り
、
後
者
の
概
念
の
指

摘
に
よ
り
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
の
射
程
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
民
族
・
人
種

的
な
も
の
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
拡
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
を
中
心
と
し
た
ル
カ
ー
セ
ン
の
研
究
に
対
し
、
先
に
触

れ
た
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
は
じ
め
と
し
て
内
務
省
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
に
着
目
し
た
の
が

Ｍ
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
（ZIM

M
ER

M
A

N
N

, M
ichael

）
で
あ
る
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ

ン
は
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」

政
策
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
、
生
活
様
式
な
ど
の
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く

概
念
と
民
族
的
・
人
種
的
な
概
念
の
双
方
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
両
概
念
が
混
在

し
、
せ
め
ぎ
あ
い
な
が
ら
政
策
と
そ
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た（

6
（

。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
が
ル
カ
ー
セ
ン
の
強
調
し

た
よ
う
な
ポ
リ
ツ
ァ
イ
的
な
保
安
活
動
の
意
向
だ
け
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
指
摘
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に

お
い
て
（
矛
盾
す
る
と
も
思
わ
れ
る
）
両
概
念
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
か

に
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、「『
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
』
政
策
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
、
当
時
の
社
会

に
普
及
し
て
い
た
そ
れ
と
一
定
の
親
和
性
を
有
し
て
い
た
た
め
、
両
概
念
の
並
存
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
当
時
の
百
科
事
典
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
広
ま
っ

て
い
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
特
徴
と
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に
関
わ
っ
て

い
た
内
務
省
関
係
者
に
お
け
る
そ
れ
と
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
問
い
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

本
稿
の
構
成
で
あ
る
が
、
ま
ず
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』（
第
三
版
・
一
八
七
八
年
、
第
四
版
・

一
八
九
〇
年
、
第
五
版
・
一
八
九
七
年
、
第
六
版
・
一
九
〇
八
年
、
第
七
版
・

一
九
三
〇
年
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
第
三
版
、
第
四
版
、
第
五
版
、
第
六
版
、
第
七
版
と

表
記
）
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
記
述
を
分
類
の
上
、
そ
こ
に
確
認
で
き
る

一
貫
性
（
確
定
さ
れ
た
概
念
）
と
差
異
（
変
化
す
る
概
念
）
を
手
掛
か
り
に
、
当
時

の
社
会
に
普
及
し
て
い
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
変
遷
を
追
い
、
そ
の
特
徴
を
捉

え
る（

7
（

。
次
に
ド
イ
ツ
各
邦
国
の
内
務
省
関
係
者
が
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
を
協
議

す
る
た
め
に
出
席
し
た
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
関
連
史
料
二
点
①
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー

禍
の
撲
滅
に
か
ん
す
る
覚
書
」
②
「
一
九
一
一
年
一
二
月
一
八
・
一
九
日　

バ
イ
エ

ル
ン
王
国
内
務
省
に
お
け
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
に
か
ん
す
る
会
議
の
議
事
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②
「
イ
ン
ド
出
自
で
あ
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」（
第
五
版
：

S.1022

）。

③
「
イ
ン
ド
出
自
で
あ
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
認
め
ら
れ
て
い

る
」（
第
六
版
：S.924

）。

④
「
故
郷
は
イ
ン
ド
で
あ
る
」（
第
七
版
：S.1786

）。

　
　
　
（
Ｂ
）
言
語
に
つ
い
て

⑤
「（
筆
者
注
：
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
言
語
に
認
め
ら
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

と
の
関
連
性
と
い
っ
た
）
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
全
員
に
共
通
し
て
い
る
こ
う
し
た
核

が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
各
地
の
民
族
の
も
と
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
の
言
語
の
一

部
と
混
ざ
り
合
っ
た
結
果
、
そ
の
方
言
の
総
数
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
お
よ

そ
一
三
種
類
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
」（
第
三
版
：S.999 ; 

第
四
版
：S.903

）。

⑥
「
西
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
の
放
浪
の
過
程
に
お
い
て
、
係
わ
り
合
い
を

持
っ
た
あ
ら
ゆ
る
民
族alle V

ölker

の
言
語
の
構
成
要
素
を
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
採

り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
を
形
成
し
た
…
…
こ
の
よ
う
な
方

言
の
形
成
に
と
っ
て
、
諸
国
の
盗
人
た
ち
の
言
葉
は
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
盗
賊
た
ち
の
隠
語
を
習
得

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
第
五
版
：S.1023 ; 

第
六
版
：S.926

）。

⑦
「
西
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
の
放
浪
の
過
程
に
お
い
て
係
わ
り
合
い
を
持

っ
た
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
言
語
の
構
成
要
素
を
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
採
り
入
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
を
形
成
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国N

ation

で
形
成

さ
れ
た
こ
う
し
た
方
言
に
つ
い
て
は
盗
賊
た
ち
の
隠
語
と
の
交
換
が
行
わ
れ
も

し
た
」（
第
七
版
：S.1787

）。

録
」 （
以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
と

表
記
）
を
手
が
か
り
に
、
内
務
省
関
係
者
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る（

8
（

。
最
後
に
両
概
念
を
対
照
さ
せ
、
先
の
問
い
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
く
。
本
作
業
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に
お
い
て
当
時
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
か
ん
す
る
一
般
的

な
「
知
見
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

２　

百
科
事
典
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
変
遷

こ
こ
で
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
発
行
さ
れ
た
百
科
事
典
『
マ
イ

ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
記
述
を
分
類
し
、
そ
こ
に
確

認
で
き
る
一
貫
性
（
確
定
さ
れ
た
概
念
）
と
差
異
（
変
化
す
る
概
念
）
を
手
掛
か
り

に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
に
広
ま
っ
て
い
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
変
遷
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
。

　
　
　

第
三
版
～
第
七
版
に
お
け
る
記
述

ま
ず
、
第
三
版
か
ら
第
七
版
ま
で
の
記
述
を
項
目
ご
と
に
分
類
の
上
、
訳
出
す

る
。

　
　
　
（
Ａ
）
出
自
に
つ
い
て

①
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
言
語
の
核
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
言

語
が
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
く
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
と
関
連
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
…
…
こ
う
し
た
言
語
に
つ
い
て
の
説
明

に
よ
れ
ば
、
こ
の
民
族
の
故
郷
が
イ
ン
ド
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
」（
第
三
版
：S.999-1000 ;

第
四
版
：S.903

）。
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い
、
彼
ら
の
住
ま
い
は
居
住
地
域
の
は
ず
れEnde des O

rtes

で
あ
る
。
放
浪
者

た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
生
を
受
け
た
土
地
の
な
か
で
の
み
移
動
し
、
出
生
地
を
離
れ

る
際
は
ま
た
そ
こ
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
第

三
版
：S.1000 ; 

第
四
版
：S.904

）。

⑬
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
、
ア
ジ
ア
の
大
部
分
、
北
ア
フ
リ
カ
に
分
布
し
て
生
活
し
て

い
る
」（
第
三
版
：S.999 ; 

第
四
版
：S.903

）。

⑭
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
彼
ら
は
他
の
大
陸
へ
流
入
し
た
」（
第
五
版
：

S.1022 ;

第
六
版
：S.925

）。

⑮
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
域
、
ア
ジ
ア
の
大
部
分
に
分
布
し
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ

リ
カ
で
も
確
認
で
き
る
」（
第
五
版
：S.1022 ; 

第
六
版
：S.924

）。

⑯
「
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
他
の
大
陸
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
〇
六
年
か

ら
一
九
一
一
年
の
あ
い
だ
に
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ド
イ
ツ
全
土
、
果
て
は
イ
ギ

リ
ス
ま
で
（
筆
者
注
：
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
流
入
の
）
波
が
生
じ
た
。（
筆
者
注
：

第
一
次
）
世
界
大
戦
以
降
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
再
度
活
発
さ
を

増
し
て
き
て
い
る
」（
第
七
版
：S.1787

）。

　
　
　
（
Ｅ
）
居
住
人
口

⑰
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
人
数
は
お
そ
ら
く
七
〇
万
人
以
上
だ

ろ
う
。
そ
の
う
ち
五
〇
万
人
が
ト
ル
コ
、
一
五
万
六
〇
〇
〇
人
が
オ
ー
ス
ト
リ

ア
君
主
国
に
分
布
し
て
い
る
」（
第
三
版
：S.1001 ; 

第
四
版
：S.904

）。

⑱
「
グ
イ
ド
・
コ
ー
ラG

uido C
ora

ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
で
居
住
し
て
い
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
筆
者
注
：

表
Ⅰ
参
照
）。
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
居
住
し
て
い
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー

は
少
な
く
と
も
九
〇
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
」 （
第
五
版
：S.1022 ; 

第
六
版
：

S.925

）。

　
　
　
（
Ｃ
）
生
業
に
つ
い
て

⑧
「
全
員
が
物
乞
い
に
従
事
し
て
お
り
、
窃
盗
は
と
り
わ
け
女
性
と
子
供
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
。
公
然
と
し
た
路
上
強
盗
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
」。「
職
業
に
つ

い
て
は
、
釘
、
蹄
鉄
、
口
琴
（
筆
者
注
：
口
に
咥
え
て
音
を
奏
で
る
楽
器
の
一

種
）
な
ど
の
金
具
師
が
最
も
多
い
。
そ
し
て
彼
ら
は
薬
缶
、
平
鍋
、
鍋
を
修
理

し
た
り
、
木
製
の
家
具
を
製
作
し
た
り
、
金
の
洗
鉱
を
お
こ
な
っ
た
り
、
熊
使

い
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
悪
だ
く
み
の
機
会
の
多
い
馬
の
売
買
人
が
各

国
で
最
も
好
ま
れ
て
い
る
職
業
で
あ
る
…
…
」（
第
三
版
：S.1000 ; 

第
四
版
：

S.904

）。

⑨
「
彼
ら
は
物
乞
い
と
盗
み
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
最
も
好
む
。
と
は

い
え
、
彼
ら
は
非
凡
で
熟
練
し
た
鉄
と
銅
の
鍛
冶
師
で
あ
る
。
…
…
年
老
い
た

女
性
は
占
い
師
で
あ
り
、
少
女
は
す
ぐ
れ
た
踊
り
子
で
あ
る
。
不
道
徳
で
あ
る

こ
と
へ
の
非
難
は
、
も
っ
ぱ
ら
各
地
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
に
た
い
し
て
行
わ
れ
る
」

（
第
五
版
：S.1024

）。

⑩
「
物
乞
い
、
盗
み
、
動
物
を
用
い
た
詐
欺
的
な
治
療
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て

る
こ
と
を
最
も
好
む
。
と
は
い
え
、
彼
ら
は
非
凡
で
熟
練
し
た
鉄
と
銅
の
鍛
冶

師
で
あ
る
。
…
…
年
老
い
た
女
性
は
占
い
師
で
あ
り
、
少
女
は
す
ぐ
れ
た
踊
り

子
で
あ
る
。
不
道
徳
で
あ
る
こ
と
へ
の
非
難
は
、
も
っ
ぱ
ら
各
地
の
ツ
ィ
ゴ
イ

ナ
ー
に
た
い
し
て
行
わ
れ
る
」 （
第
六
版
：S.926

）。

⑪
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
物
乞
い
と
盗
み
に
熟
達
し
て
い
る
。
女
性
は
占
い
に
、
娘

は
踊
り
に
熟
達
し
て
い
る
。
男
性
は
熟
練
し
た
鍛
冶
師
、
鋳
掛
屋
、
針
金
細
工

師
、
木
版
師
、
家
畜
の
売
買
人
で
も
あ
る
」（
第
七
版
：S.1787

）。

　
　
　
（
Ｄ
）
居
住
地
域

⑫
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
例
外
的
に
一
定
の
居
住
地
に
留
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
さ
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表
Ⅰ
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
居
住
人
口
数
一
覧

　

国
名
（
括
弧
内
は
調
査
年
）

人
口
（
人
）

　

１  

ル
ー
マ
ニ
ア

250,000　

　

２  

ハ
ン
ガ
リ
ー
（
一
八
九
三
）

169,906　

　

３  

ジ
ー
ベ
ン
ヴ
ュ
ル
ゲ
ン
（
一
八
九
三
） 

105,034　

　

４  

ト
ル
コ

67,000　

　

５  

ロ
シ
ア

58,000　

　

６  

ブ
ル
ガ
リ
ア

50,000　

　

７  

ス
ペ
イ
ン

40,000　

　

８  

セ
ル
ビ
ア     　
　
　
　
　
　

 
34,000　

　

９  

イ
タ
リ
ア

32,000　

　

10  

ボ
ス
ニ
ア

18,000　

　

11  

オ
ー
ス
ト
リ
ア

16,000　

　

12  

ポ
ー
ラ
ン
ド

15,000　

　

13  

イ
ギ
リ
ス

12,000　

　

14  

ギ
リ
シ
ャ

10,000　

　

15  

デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ラ
ン
ダ

6,000　

　

16  

ド
イ
ツ

2,000　

　

17  

フ
ラ
ン
ス

2,000　

　

18  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー 

1,500　

　
　

出
典
： 『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』（
第
五
版
） S.1022

を
も
と
に
筆
者
作
成
。

⑲
「
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
数
字
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
い
く
ぶ
ん
大
き

す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
が
三
万
人
と
も
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
長
年
に
渡
っ
て
多

く
の
場
所
で
彼
ら
（
筆
者
注
：
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」）
の
痕
跡
が
み
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。（
東
西
両
方
の
）
プ
ロ
イ
セ
ン
全
土
に
お
い
て
、
一
一
〇
〇
人
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」（
第
五
版
：S.1023 ;

第
六
版
：S.925

）。

⑳
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
が
人
口
調
査
を
逃
れ
て
い
る
た
め
、
各
国
は
人
数
を
ま
だ
確
定

で
き
て
い
な
い
。
彼
ら
の
総
数
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、（
筆
者
注
：
そ
の
数
値

は
）
一
〇
〇
万
か
ら
五
〇
〇
万
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
い
て
お
り
、
そ
の
大
半
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
南
に
住
ん
で
い
る
」（
第
七
版
：S.1786

）。

　
　
　
（
Ｆ
）
定
住
政
策

㉑
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ロ
シ
ア
だ
け
が
第
二
の
故
郷
で
あ
る
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア

と
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
は
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た
者
を
人
間
的
に
扱
い
、
入
植
さ
せ

た
こ
と
に
よ
っ
て
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
が
、
一
七
八
八
年
、
ス
ペ
イ
ン

の
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
同
様
の
試
み
を
行
っ
た
も
の
の
、
同
様
の
結
果
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
七
九
一
年
に
政
府
が
望
ん

で
い
た
こ
と
全
て
が
達
成
さ
れ
た
」。「
ロ
シ
ア
で
は
法
の
制
定
に
よ
っ
て
彼

ら
（
筆
者
注
：
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」）
が
異
邦
人Frem

de

で
は
な
く
帝
国
臣
民

R
eichsbürger

と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
定
住
化
を
強
制
し
た
た
め
、
ル
ー

マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
移
住
し
た
も
の
も
多
い
」（
第
五
版
：S.1023-1024 ; 

第
六
版
：S.925-926

）。

㉒
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ロ
シ
ア
だ
け
が
第
二
の
故
郷
で
あ
る
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
と

ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
は
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た
者
を
人
間
的
に
扱
い
、
入
植
さ
せ
た
こ

と
に
よ
っ
て
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
が
、
一
七
八
八
年
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ

ル
ロ
ス
三
世
は
同
様
の
試
み
を
行
っ
た
も
の
の
、
同
様
の
結
果
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
七
九
一
年
に
政
府
が
望
ん
で
い
た

こ
と
全
て
が
達
成
さ
れ
た
」（
第
七
版
：S.1788

）。

㉓
「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
（
か
つ
て
彼
ら
は
君
主
、
修
道
院
、
あ
る
い

は
私
有
の
農
奴
で
あ
っ
た
）
そ
の
（
筆
者
注
：
一
八
五
五
年
の
農
奴
）
解
放
以

降
絶
え
ず
増
大
し
て
い
る
」（
第
五
版
：S.1022-1023 ; 

第
六
版
：S.925

）。
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㉔
「
一
八
五
五
年
、
ワ
ラ
キ
ア
全
土
に
お
い
て
農
奴
が
解
放
さ
れ
た
た
め
、
ル
ー
マ

ニ
ア
で
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
境
遇
は
改
善
さ
れ
た
」（
第
七
版
：S.1788

）。

㉕
「
一
九
〇
六
年
の
通
達
に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
は
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
定
住
を
促
進

し
た
」（
第
七
版
：S.1788

）。

　
　
　
（
Ｇ
）
生
活
様
式

㉖
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
住
ま
い
は
粗
末
な
テ
ン
ト
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
貧
相
な

馬
に
ひ
か
せ
た
馬
車
で
常
に
持
ち
運
ん
で
い
る
（
ト
ル
コ
と
イ
タ
リ
ア
で
は
驢

馬
の
場
合
も
）。
定
住
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
粘
土
と
木
枝
で
で
き
た
き
わ
め
て
粗

末
な
あ
ば
ら
屋
あ
る
い
は
藁
の
屋
根
で
覆
わ
れ
た
深
い
穴
に
住
む
こ
と
が
多
い
」

（
第
五
版
：S.1024 ; 

第
六
版
：S.926

）。

㉗
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
住
ま
い
は
テ
ン
ト
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
馬
に
ひ
か
せ
た

馬
車
で
常
に
持
ち
運
ん
で
い
る
（
ト
ル
コ
と
イ
タ
リ
ア
で
は
驢
馬
の
場
合
も
）。

（
筆
者
注
：
テ
ン
ト
で
は
な
く
）
そ
の
馬
車
自
体
が
住
ま
い
と
な
る
場
合
も
あ

る
。
定
住
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
粘
土
や
木
枝
で
で
き
た
き
わ
め
て
粗
末
な
あ
ば

ら
屋
あ
る
い
は
藁
の
屋
根
で
覆
わ
れ
た
深
い
穴
に
住
む
こ
と
が
多
い
」（
第
七

版
：S.1787

）。

　
　
　
（
Ｈ
）
民
族
性

㉘
「
不
可
思
議
な
放
浪
民
族
」（
第
三
版
：S.999 ; 

第
四
版
：S.903

）。

㉙
「
不
可
思
議
な
放
浪
民
族
」。「
留
保
つ
き
と
は
い
え
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
民
族
学

の
上
で
ア
ー
リ
ア
人
に
数
え
ら
れ
る
混
淆
民
族
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
る
」

　
（
第
五
版
：S.1022-1023

）。

㉚
「
放
浪
民
族
」。「
留
保
つ
き
と
は
い
え
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
民
族
学
の
上
で
ア

ー
リ
ア
人
に
数
え
ら
れ
る
混
淆
民
族
と
も
い
わ
れ
て
い
る
」（
第
六
版
：S.924, 

926

）。

㉛
「
放
浪
民
族
」。「
人
類
学
的
観
点
に
つ
い
て
。
留
保
つ
き
と
は
い
え
、
ツ
ィ
ゴ
イ

ナ
ー
は
ア
ー
リ
ア
人
に
数
え
ら
れ
る
混
淆
民
族
で
あ
る
」（
第
七
版
：S.1787

）。

　

以
上
の
記
述
に
つ
い
て
、
一
貫
性
と
差
異
を
手
掛
か
り
に
分
類
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
確
認
で
き
た
。

ま
ず
、
①
～
④
の
記
述
か
ら
「
イ
ン
ド
出
自
」
と
い
う
見
解
が
常
に
一
定
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
版
に
お
い
て
も
大
き
な

差
異
は
見
い
だ
せ
ず
、
そ
の
認
識
は
一
貫
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
言
語
に
か
ん
す
る
叙
述
を
追
っ
て
い
く
と
、
第
四
版
⑤
ま
で
は
「
放
浪
し

た
各
地
に
居
住
す
る
諸
民
族
と
か
か
わ
り
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
当
地
の
言
語
が
混

入
し
た
結
果
、
多
様
な
方
言
を
形
成
し
た
」
と
い
う
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
第
五
版
⑥
で
は
こ
う
し
た
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
盗
賊
た

ち
」
と
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
言
語
を
通
じ
た
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
七
版
⑦
に
な
る
と
、「
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
形
成
さ
れ
た
」
彼
ら
の
方
言
に
お
い
て

は
「
盗
賊
た
ち
と
の
隠
語
交
換
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の

「
協
力
関
係
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
か
ら
、「
放
浪
の
過
程
で

現
地
の
人
び
と
と
係
わ
り
あ
い
な
が
ら
方
言
を
形
成
し
た
」
と
い
う
概
念
の
一
貫
性

が
見
出
せ
る
一
方
で
、
第
五
版
以
降
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
盗
賊
た
ち
と
同
列
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
言
語
的
見
地
か
ら
犯
罪
者
集
団
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
問
題
視
さ
れ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
生
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

生
業
に
つ
い
て
は
、
第
四
版
⑧
で
は
一
方
で
は
「
物
乞
い
」「
窃
盗
」「
悪
だ
く

み
の
機
会
が
多
い
馬
の
売
買
人
」、
他
方
で
は
「
金
具
師
」
や
木
工
な
ど
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
五
版
以
降
⑨
⑩
に
な
る
と
「
鍛
冶
師
」
と
い
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っ
た
金
属
加
工
の
技
術
な
ど
に
熟
練
し
て
い
る
と
い
う
積
極
的
な
見
方
が
現
れ
る
よ

う
に
な
る
。
さ
ら
に
第
七
版
⑪
で
は
そ
の
熟
練
性
が
「
占
星
術
」
や
「
踊
り
」
の
み

な
ら
ず
、「
物
乞
い
」「
盗
み
」
と
い
っ
た
非
生
産
的
・
犯
罪
的
行
為
に
も
付
与
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
生
業
に
か
ん
し
て
一
方
で
は
「
物

乞
い
」「
窃
盗
」
と
い
っ
た
非
生
産
的
・
犯
罪
的
行
為
と
、
他
方
で
は
金
属
加
工
な

ど
の
生
産
活
動
と
常
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
生
業
を
巡
っ
て

は
否
定
的
な
評
価
と
積
極
的
な
評
価
の
双
方
が
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
見
方
に
基
づ
い
て
、
第
五
版
の
発
行
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
降
、

ま
ず
金
属
加
工
な
ど
の
積
極
的
・
生
産
的
な
行
為
に
お
い
て
、
次
に
「
盗
み
」
な
ど

の
非
生
産
的
・
犯
罪
的
行
為
に
お
い
て
熟
練
性
を
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
専
門
的
な
技
能
を
有
す
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

移
動
範
囲
や
居
住
地
域
に
か
ん
す
る
叙
述
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
変
化
が
見

ら
れ
た
。
第
四
版
⑫
で
は
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
移
動
範
囲
は
「
出
生
地
を
基
点
と
し

た
限
定
的
な
も
の
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
第
五
版
⑭
に
な
る
と
国
境

あ
る
い
は
大
陸
を
越
え
て
移
動
す
る
存
在
と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
居
住
地
域
も
第
四
版
⑬
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
・
北
ア

フ
リ
カ
」
か
ら
第
五
版
⑮
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
」
と

な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
が
追
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五

版
の
発
行
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
移
動
範
囲
の
記
述
は

「
出
生
地
を
基
点
と
し
た
限
定
的
な
も
の
」
か
ら
「
国
境
・
大
陸
を
越
え
た
も
の
」

へ
と
変
化
し
て
お
り
、「
世
界
中
を
移
動
す
る
存
在
」
と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
認
識
に
お
い
て
、
居
住
人
口
に
か
ん
し
て
は
ど

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

居
住
人
口
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
第
四
版
⑰
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
な
ら
び

に
ト
ル
コ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
の
み
居
住
人
口
統
計
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
七
〇
万
人
以
上
、
そ
の
う
ち
五
〇
万
人
が
ト
ル
コ
（
当
時
は
オ
ス

マ
ン
帝
国
と
し
て
バ
ル
カ
ン
半
島
ま
で
進
出
）、
一
五
万
六
〇
〇
〇
人
が
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
人
口
が
ト
ル
コ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
集
中
し
て
お
り
、

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
主
に
ト
ル
コ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部

に
住
む
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
第
五
版
に
な
る
と
⑱
で
み

ら
れ
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
居
住
人
口
統
計
（
表
Ⅰ
）
が
付
け
加
わ
っ
て
き

て
い
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
⑲
で
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
国
内
の
居
住
人

口
を
巡
っ
て
諸
説
あ
る
こ
と
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
数
値
が

少
な
く
と
も
九
〇
万
五
〇
〇
〇
人
、
そ
の
う
ち
ル
ー
マ
ニ
ア
が
二
〇
五
万
人
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
が
お
よ
そ
一
七
万
人
、
ド
イ
ツ
が
二
〇
〇
〇
人
、
フ
ラ
ン
ス
が
二
〇
〇
〇
人

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
総
数
が
増
加
し
て
い
る
と
認

識
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
欧
諸

国
で
も
一
定
の
人
数
が
い
る
も
の
の
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
の
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
遍
在
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
第

七
版
に
な
る
と
記
述
は
一
変
す
る
。
⑳
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の

総
数
に
つ
い
て
は
記
述
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
第
五
版
の
よ
う
な
各
国
毎
の
居
住

人
口
統
計
が
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
シ
ン
テ
ィ
・
ロ

マ
が
「
人
口
調
査
を
逃
れ
て
い
る
」
た
め
国
ご
と
の
統
計
的
捕
捉
が
で
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
い
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
五
版
の
発
行
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
シ
ン
テ

ィ
・
ロ
マ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
総
居
住
人
口
の
数
値
が
増
加
し
た
の
と
呼
応
す
る

よ
う
に
、
ト
ル
コ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体
に
彼
ら
が
一
定
数
居
住
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
七
版
で
は
各
国
の
領
域
内
で
「
人
口
調
査

を
逃
れ
て
い
る
」
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
各
国
国
内
に
お

い
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
生
活
様
式
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
各
国
で
は
い
か
な
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
各
国
の
定
住
政
策
に
つ
い
て
の
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

各
国
の
定
住
政
策
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
変
化
が
確
認
さ
れ
た
。
第
四
版
ま

で
は
定
住
政
策
に
つ
い
て
の
記
述
自
体
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
第
五
版
㉑
㉓
に
な
る

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
中
心
と
し
た
定
住
政
策

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
先
述
し
た
居

住
人
口
統
計
の
数
値
と
呼
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⑱
の
表
Ⅰ
で
み
ら
れ
た
よ
う

な
「
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
が
西
欧
に
比
べ
て
東
欧
に
遍
在
し
て
い
る
」
と
い
う
統
計
上

の
傾
向
と
、
西
欧
で
は
な
く
東
欧
諸
国
を
中
心
に
定
住
政
策
を
紹
介
す
る
傾
向
は
、

軌
を
一
に
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
第
七
版
㉒
㉔
で
は
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
記
述
は
残
る
も
の
の
第
五
版
㉑
で
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
の

定
住
化
に
つ
い
て
紙
幅
が
狭
め
ら
れ
、
代
わ
っ
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
定
住
政
策
㉕
が

登
場
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
考
え
る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
第

七
版
⑯
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
を
含
め
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
に
む
け
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
流
入
の
「
波
」
が
生
じ
た
と
い
う
認
識
。
こ
う
し

た
認
識
は
同
時
に
、
流
入
に
よ
っ
て
彼
ら
の
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
居
住
人
口
が
増
大

す
る
」
と
い
う
見
方
を
含
ん
で
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
定
住
政
策

が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

定
住
政
策
に
か
ん
す
る
記
述
内
容
㉒
～
㉔
を
見
て
み
る
と
、
定
住
政
策
は
農
奴

な
ど
の
抑
圧
状
態
に
あ
っ
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
が
「
解
放
」
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
の
彼
ら
の
生
活
が
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
が
、
彼
ら
の
生
活
様
式
自
体
は

ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
四
版
で
は
生
活
様
式
に
か
ん
す
る
記
述
は
な
い
が
、
第
五
版
㉖
に
な
る
と

「
粗
末
な
テ
ン
ト
」
に
住
み
、「
貧
相
な
馬
」
を
引
く
と
い
う
貧
し
い
放
浪
生
活
の
様

子
と
、「
粘
土
や
木
枝
で
で
き
た
き
わ
め
て
粗
末
な
あ
ば
ら
屋
」
な
ど
に
住
む
定
住

す
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
様
子
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
定
住
・
非
定
住
に
か
か

わ
ら
ず
、
彼
ら
と
貧
し
さ
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
第
七
版
㉗

に
な
る
と
「
粗
末
な
テ
ン
ト
」
が
「
テ
ン
ト
」
に
、「
貧
相
な
馬
」
が
「
馬
」
に
な

っ
て
い
る
も
の
の
、「
粘
土
や
木
枝
で
で
き
た
き
わ
め
て
粗
末
な
あ
ば
ら
屋
」
と
い

っ
た
記
述
は
残
っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
僅
か
に
弱
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
と

貧
し
さ
が
変
わ
ら
ず
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ン
テ

ィ
・
ロ
マ
は
第
五
版
以
降
「
貧
し
い
生
活
を
送
る
も
の
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
ど
の
よ
う
な
民
族
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

㉘
～
㉛
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
し
て
は
「
放
浪
民
族
」

と
し
て
の
概
念
が
一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
第
四
版
⑫
ま
で
は
あ

く
ま
で
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
そ
の
定
住
生
活
の
様
子
が
第
五
版
以
降
㉖
㉗
で
は
具

体
的
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、「
放
浪
民
族
」
と
い
う
概
念
と
の
矛
盾

が
見
出
さ
れ
る
。
他
方
で
、
第
五
版
以
降
㉙
㉚
に
な
る
と
「
留
保
つ
き
と
は
い
え
、

ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
民
族
学
の
上
で
ア
ー
リ
ア
人
に
数
え
ら
れ
る
混
淆
民
族
」
㉛
で
は

「
人
類
学
的
観
点
」
か
ら
同
様
に
「
ア
ー
リ
ア
人
に
数
え
ら
れ
る
混
淆
民
族
」
と
い

う
説
明
も
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
か
ら
の
「
放
浪
民
族
」
と
し
て
の

概
念
は
維
持
さ
れ
つ
つ
、
新
た
に
「
人
種
」
と
む
す
び
つ
け
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概

念
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
放
浪
民
族
」
と
は
異
な
る

「
人
種
」
的
な
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
第
五
版
の
発
行
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
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３　
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
巡
る
議
論

こ
こ
で
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
そ
の
関
連
史

料
で
あ
る
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
と
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
を
手
が
か

り
に
、
内
務
省
関
係
者
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
（
１
）「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
概
要

ま
ず
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
の
参
加
国
は
西
南
ド
イ
ツ
諸
邦
国
と
プ
ロ
イ
セ
ン
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
国
バ
イ
エ

ル
ン
の
近
隣
諸
外
国
で
あ
る
ス
イ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
含
ま
れ
て
い
な
い（

9
（

。
各
国

の
出
席
者
の
立
場
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
代
表
は
行
政
関
係
者
・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
幹
部
で

あ
り
、
そ
の
他
諸
邦
国
で
は
内
務
省
官
僚
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
開
催
目
的
は
各
邦
国
で

独
自
に
実
施
し
て
き
た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
」Zigeunerunw

esen

に
対
す
る
闘
争

手
段
の
統
一
で
あ
っ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
議
長
ブ
ラ
ン
ト
（
バ
イ
エ
ル

ン
）
は
今
回
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
参
加
に
対
し
て
好
意
的
態
度

を
明
言
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
は
ド
イ
ツ
帝
国
国
内
の
内
務

省
関
係
者
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
主
導
に
よ
っ
て

プ
ロ
イ
セ
ン
を
含
む
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政

策
の
統
一
を
図
る
も
の
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で

『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
　
（
２
）「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
素
案
と
し
て
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
条
項

『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
は
バ
イ
エ
ル
ン
内
務
省
の
指
示
に
基
づ
い
て
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
王
立
警
察
）
よ
っ
て
一
九
一
二
年
に
発
行
さ
れ
た
文
書
で

あ
る
。
同
史
料
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
」
を
目
的
と
し
て
ド
イ
ツ
帝
国
に
お

降
に
生
じ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
並
存
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

小
括

以
上
み
て
き
た
こ
と
を
小
括
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ

う
。『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
に
お
い
て
「
イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
き
た
放
浪
民
族

で
あ
り
、
物
乞
い
や
盗
み
、
金
属
加
工
業
を
生
業
と
し
、
そ
の
言
語
は
放
浪
生
活
の

過
程
で
諸
民
族
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
」
と
い
う
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

に
対
す
る
認
識
は
一
貫
し
て
い
た
。
つ
ま
り
『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
に
は
放
浪

生
活
、
生
業
と
い
っ
た
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
と
、
言
語
と
い

っ
た
民
族
的
な
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
一
貫
し
て
並
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。一

八
九
〇
年
代
以
降
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
盗
賊
と
の
結
び
つ
き
」
や
「
生
業

に
お
け
る
熟
練
性
」
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
世
界
中
を
移
動
す
る
存
在
」
と

み
な
さ
れ
、
そ
の
放
浪
生
活
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
問
題
視
さ
れ
「
定
住
政
策
の
対

象
」
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
他
方
で
彼
ら
は
定
住
・
非
定
住
に

か
か
わ
ら
ず
「
貧
し
さ
」
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
、「
人
種
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
頃
よ
り
『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
に
お
い

て
従
来
か
ら
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
新
た
に
「
人
種
」

の
概
念
が
加
わ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
並
存
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
に
普
及
し
て
い
た
『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
に
お
け
る

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
は
、
以
上
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
頃
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に
か
か
わ
っ
て
い
た
内
務
省
関
係
者
は

い
か
な
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
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け
る
統
一
的
な
措
置
を
導
入
す
る
「
協
議
の
基
礎
と
し
て
」
バ
イ
エ
ル
ン
内
務
省
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」

の
取
扱
い
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
情
報
局
」
な
ど
に
よ
る
「
指
紋
採
取
措
置
」
を
始
め

と
し
た
情
報
活
動
の
内
容
や
「
行
商
証
明
書
」
な
ど
の
「
各
種
証
明
書
の
発
行
」
に

か
ん
す
る
規
定
が
提
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
取
締
り
対
象
と
し
て
の
「
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
」
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
開
催
さ
れ
た

一
九
一
一
年
一
二
月
以
降
に
発
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
結

果
な
い
し
論
点
を
整
理
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る（

（1
（

。
し
か

し
、
Ａ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（A

LB
R

EC
H

T, A
ngelika

）
は
同
史
料
が
バ
イ
エ
ル
ン

の
見
解
・
立
場
を
詳
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
同
史
料
が
バ
イ
エ
ル

ン
内
務
省
に
よ
っ
て
「
協
議
の
基
礎
と
し
て
」
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
史

料
を
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
結
果
と
見
な
す
の
は
誤
り
で
あ
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
が

「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
向
け
に
準
備
し
て
い
た
会
議
資
料
の
印
刷
物
と
見
な
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議

事
録
』
と
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
の
内
容
を
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、『
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
合
意
事
項
が
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た（

（1
（

。
よ
っ
て
同
史
料
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
の
結
果
な
い
し
論
点
を
整
理
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が

主
張
す
る
よ
う
に
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
場
で
主
催
者
で
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
素
案
の
印
刷
物
と
見
な
す
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
議
事
録
』
に
は
一
部
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
合
意
事
項
も
記
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
結
果
と
し
て
は
こ
れ
を
参
照
す
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。

そ
れ
で
は
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
検

討
し
て
い
こ
う
。
こ
こ
に
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
と
い
う
条
項
が
あ
り
、「
ツ

ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
「
人
種
あ
る
い
は
種
族
へ
の
帰
属
を
問
わ
ず
以
下
の
人
物
す
べ
て

を
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
と
見
な
す
。
そ
れ
は
、
職
業
に
就
い
て
お
ら
ず
恒
常
的
に
集
団

で
放
浪
し
て
い
る
人
物
、
営
業
・
興
行
師
・
手
品
師
の
仕
事
を
目
的
と
し
て
恒
常

的
に
集
団
で
放
浪
し
て
い
る
人
物
、
商
い
の
た
め
に
普
段
か
ら
一
定
の
住
居
を
も
た

ず
に
恒
常
的
に
集
団
で
放
浪
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
シ
ン

テ
ィ
・
ロ
マ
が
「
人
種
」「
種
族
」
で
は
な
く
職
業
や
ふ
る
ま
い
に
基
づ
い
て
概
念

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
書
の
発
行
理
由
に
か
ん
す
る

脚
注
に
お
い
て
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
対
す
る
例
外
法
は
必
要
で
は
な
い
も
の
の

「
最
底
辺
の
文
化
階
層
に
位
置
す
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
民
族das Zigeunervolk

は
、
ド

イ
ツ
民
族das deutsche Volk

の
最
新
の
発
展
段
階
が
も
た
ら
し
た
成
果
、
す
な
わ

ち
移
動
の
自
由
・
営
業
の
自
由
を
享
受
す
る
に
は
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異

論
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
記
述
か
ら
「
ド
イ
ツ
民

族
」
に
対
置
さ
れ
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
民
族
」
と
し
て
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が

見
出
さ
れ
る
。
い
わ
ば
「
ド
イ
ツ
民
族
」
を
頂
点
と
し
た
文
化
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
「
民
族
的
劣
等
性
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
ふ
る

ま
い
を
強
調
し
、
他
方
で
は
民
族
を
強
調
す
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
内
務
省
関
係
者
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
を
手
が
か
り
に
議
論
の
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
（
３
）「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
お
け
る

                                             　
　
　

       「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
条
項
を
め
ぐ
る
議
論

『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
に
は
上
述
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
条
項
を

め
ぐ
る
議
論
と
合
意
事
項
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
過
程
を
追
っ
て
い
く
こ
と

で
、
内
務
省
関
係
者
の
有
し
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
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次
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
代
表
ベ
ヒ
ト
レ
が
提
示
し
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

概
念
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー

風
に
放
浪
す
る
人
物
」
の
大
半
は
一
定
の
住
居
を
有
し
て
い
る
と
ベ
ヒ
ト
レ
は
説
明

す
る
。
さ
ら
に
は
群
れ
・
集
団
で
の
放
浪
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
し
も
こ
う
し
た
人

物
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
語
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
行
為
は
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
少
な
く
と
も
何
ら

か
の
概
念
定
義
が
必
要
な
の
で
あ
り
、「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
的
な
意
味
に
お
け
る
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
は
、
人
種
学R

assenkunde

の
意
味
に
お
け
る
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
と
と
も
に
ツ

ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
人
物
な
の
だ
」
と
い
う（

（1
（

。　

ベ
ヒ
ト
レ
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
人
物
」
の
大
多
数
は
定
住
地
を

持
っ
て
い
る
た
め
「
放
浪
行
為
」
と
い
っ
た
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

概
念
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
は
「
人
種
」
に

基
づ
く
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
は
必
要
だ
が
、
国
籍
は
不
用
だ
と
認
識
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
歓
待
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
代
表
レ
ン
ツ
は
ど
の

よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
レ
ン
ツ
は
「
い
ず
れ
に
せ
よ
群
れ
・
集

団
で
放
浪
す
る
も
の
に
加
え
て
個
人
あ
る
い
は
家
族
で
放
浪
す
る
も
の
も
ツ
ィ
ゴ
イ

ナ
ー
的
特
性
の
特
徴
と
し
て
見
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
彼
は
も

っ
ぱ
ら
ふ
る
ま
い
に
基
づ
い
た
理
解
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

こ
に
「
人
種
」
的
概
念
や
国
籍
に
基
づ
く
概
念
は
見
出
さ
れ
な
い
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
各
邦
国
の
内
務
省
関
係
者
か
ら
同
概
念
を
巡
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
定
義
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
ザ
ク
セ
ン
代
表
は

「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
提
案
さ
れ
て
い
る
第
一
項
で
は
群
れ
・
集
団
で
の
放
浪
を

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
の
特
徴
と
し
て
い
る
一
方
、
第
一
三
項
で
は
群
れ
・
集
団

で
の
放
浪
を
禁
止
し
て
お
り
相
矛
盾
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
バ
ー
デ
ン
代
表
も
同
様

る
。
ま
ず
バ
イ
エ
ル
ン
代
表
の
一
人
ハ
ル
ス
テ
ル
の
発
言
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
イ
ン
ド
西
北
部
を
出
自
と
し
て
お
り
一
五
世
紀
に
初
め
て
ド

イ
ツ
に
現
れ
て
以
来
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
に
と
っ
て
招
か
れ
ざ
る
客
で
あ
り
、
可
能

と
あ
ら
ば
物
乞
い
・
詐
欺
・
窃
盗
を
働
く
の
だ
と
す
る
。
彼
ら
は
行
商
活
動
、
あ

ら
ゆ
る
文
化
に
対
す
る
嫌
悪
の
念
、
不
法
な
手
段
に
よ
る
財
産
取
得
へ
の
衝
動
を

保
ち
続
け
て
お
り
、
度
重
な
る
混
血
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
子
孫
」

は
、
祖
先
が
有
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
不
愉
快
な
諸
特
性
を
保
有
し
、
ま
た
し
て
も

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
「
人
種
と
し
て
の
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
」
に
加
え
て
、「
い
わ
ゆ
る
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
た
ち
」
も
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
祖
先
に
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
と
の
混
血
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
国
内
居
住
者
で
あ
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
は
「
外
国
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
よ
り

も
し
ば
し
ば
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
す
る（

（1
（

。

こ
の
発
言
か
ら
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
が
「
イ
ン
ド
出
自
」
の
「
物
乞
い
や
窃

盗
、
詐
称
の
常
習
者
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
は
「
度
重
な
る

混
血
に
も
か
か
わ
ら
ず
」「
祖
先
が
有
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
不
愉
快
な
諸
特
性
を

保
有
」
し
て
い
る
「
人
種
と
し
て
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
と
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
ふ

る
ま
う
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」、
そ
し
て
「
外
国
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
三
つ
の

集
団
が
お
り
、「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
「
外
国
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
よ
り
も

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
ハ
ル
ス
テ
ル
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

出
自
と
ふ
る
ま
い
と
「
血
統
」
に
基
づ
き
「
人
種
と
し
て
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
定

義
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
類
似
し
た
ふ
る
ま
い
を
行
う
「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」

と
「
外
国
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ル
ス
テ
ル
は
「
人

種
」、
ふ
る
ま
い
、
そ
し
て
国
籍
に
基
づ
い
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
を
認
識
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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集
団
と
し
て
の
概
念
理
解
も
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
内
務
省
関
係
者
の
間
に
は
三
種
類
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
入
り

混
じ
っ
て
お
り
、
ふ
る
ま
い
に
基
づ
い
て
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
た
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
」
の
た
め
の
具
体
的
な
取
締
り
対

象
と
し
て
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
、
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
構
想

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』『
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
務
省
関
係
者
の
有
し
た
シ

ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
へ
の
更
な
る
接
近
を
目
指
す
。

　
　
　
（
４
）「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
」
の
た
め
の

取
締
り
対
象
と
し
て
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

こ
こ
で
は
内
務
省
関
係
者
が
い
か
に
し
て
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲
滅
」
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
構
想
と
具
体
的
な
取
締
り
対
象
に
つ
い
て
『
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
を
手
掛
か
り
に
検
討
す
る
こ

と
を
通
じ
、
彼
ら
の
有
し
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
の
冒
頭
で
は
次
の
よ
う
な
構
想
が
示
さ
れ
て
い

る
。
大
方
の
ド
イ
ツ
の
邦
国
は
各
々
個
別
に
多
様
な
手
段
で
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の

蔓
延
」
に
立
ち
向
か
い
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し

ば
各
邦
国
内
で
の
措
置
に
す
ぎ
ず
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
均
質
な
措
置
と
な
っ

て
い
な
い
。「
も
し
全
て
の
関
係
各
国
が
共
通
の
闘
争
手
段
で
以
て
統
一
的
な
闘
争

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
遂
行
へ
と
統
合
さ
れ
る
な
ら
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
強
調
原
文
）」、
各
邦
国
内
部
の
成
功
は
僅
か
な

価
値
し
か
な
い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
と
い
う（

11
（

。

以
上
か
ら
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
す
る
措
置
が
各
邦
国
で
個
別
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
策
の
効
果
が
ド
イ
ツ
帝
国
全
土
に
行
き
渡
っ
て

い
な
い
状
況
が
伺
え
る
。
こ
の
主
張
へ
の
異
議
は
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
で

に
概
念
定
義
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
た（

1（
（

。
両
代
表
の
発
言
か
ら
、
こ
こ
ま
で
確
認
し

て
き
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
の
矛
盾
が
当
時
の
内
務
省
関
係
者
に
よ
っ
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
苦
言
が
呈
さ
れ
た
の
ち
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
官
僚
ア
イ
ヒ
ェ

レ
は
、
長
期
に
わ
た
り
ベ
ヒ
ト
レ
が
提
唱
し
た
よ
り
も
優
れ
た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概

念
」
を
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
り
、

ア
イ
ヒ
ェ
レ
も
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
作
成
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え

る（
11
（

。

　

バ
イ
エ
ル
ン
が
提
示
し
た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
か
ん
す
る
概
念
定
義
が
批
判
さ

れ
た
後
も
長
時
間
に
渡
る
詳
細
な
議
論
が
続
き
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
場
で
は

最
終
的
に
「
ベ
ヒ
ト
レ
の
提
案
し
た
概
念
定
義
を
採
択
し
、
一
般
に
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー

の
性
質
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
詳
細
な
諸
特
徴
を
補
足
す
る
」
こ
と
で
一
致
し
た（

11
（

。

し
か
し
な
が
ら
詳
細
な
諸
特
徴
に
か
ん
し
て
完
全
な
一
致
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
最
終
的
に
第
一
項
で
は
「
以
下
の
諸
規
定
は
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
な
ら
び
に
ツ
ィ

ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
そ
の
他
の
人
物die nach Zigeunerart um

herziehenden 

anderen Personen

に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
に
改
め
ら
れ
た（

11
（

。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
場
に
お
い
て
は
①
人
種

に
基
づ
く
概
念
②
国
籍
に
基
づ
く
概
念
③
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
概
念
と
い
っ
た
三
種

類
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
が
、
各
邦
国
の
内
務
省
関
係

者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
③
で
あ
っ
た
。「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
合
意
さ
れ
た
第

一
項
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
そ
の
他

の
人
物
」
と
い
う
表
現
は
、「
放
浪
」
と
い
う
ふ
る
ま
い
に
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
特

徴
を
見
出
し
て
お
り
、
彼
ら
の
共
通
見
解
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
他
方

で
、
ベ
ヒ
ト
レ
の
述
べ
た
①
と
③
の
入
り
混
じ
っ
た
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
も
採
択

さ
れ
て
お
り
、
内
務
省
関
係
者
は
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
概
念
理
解
と
と
も
に
、
民
族
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す
る
と
よ
り
過
酷
な
累
犯
刑
等
を
科
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
彼
ら
が
偽
名
を

用
い
る
の
は
理
に
適
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
す
ぐ
さ
ま
変
え
、
完
全
に
除

去
し
て
い
く
に
は
、「
指
紋
採
取
措
置

0

0

0

0

0

0

（
強
調
原
文
）
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
」

と
い
う（

11
（

。
こ
の
「
指
紋
採
取
措
置
」
に
か
ん
し
て
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
場
で

は
導
入
自
体
へ
の
反
対
は
な
く
、
導
入
時
期
及
び
指
紋
採
取
形
式
の
統
一
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
の
ち
に
合
意
さ
れ
た（

11
（

。

以
上
か
ら
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
が
当
局
に
対
し
て
自
衛
目
的
で
身
元
を
隠
す
こ

と
に
内
務
省
は
手
を
焼
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
内
務
省
関
係
者
は
シ

ン
テ
ィ
・
ロ
マ
が
「
放
浪
生
活
」
を
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
様
々
な
手
段
を
用
い
て

「
各
種
証
明
書
」
を
得
た
り
、
累
犯
等
に
よ
る
厳
罰
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
正
し
く
な

い
名
前
を
申
告
し
た
り
す
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
指
紋
採

取
を
用
い
た
人
物
確
認
と
い
う
新
た
な
方
式
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
指
紋

採
取
は
一
八
八
〇
年
代
に
研
究
が
進
み
、
一
九
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｅ
・
ヘ
ン
リ

ー（H
EN

RY, Edw
ard

）『
指
紋

―
そ
の
分
類
と
方
法
』
に
よ
っ
て
指
紋
の
分
類
・

検
索
手
法
が
確
立
さ
れ
、
実
用
化
さ
れ
た
技
術
で
あ
る（

11
（

。
指
紋
は
そ
れ
ま
で
「
現
場

の
遺
留
品
と
目
撃
者
や
人
物
提
供
者
に
よ
る
証
言
や
密
告
、
刑
事
の
経
験
や
『
勘
』

を
頼
り
に
行
わ
れ
て
き
た
」
犯
罪
捜
査
に
お
け
る
「
警
察
の
捜
査
能
力
」
を
「
飛
躍

的
に
向
上
」
さ
せ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
一
九
世
紀
末
か
ら
イ
ギ
リ
ス
警
察
を
中
心

と
し
て
世
界
各
国
で
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
一
九
一
一
年
ま
で
に
は
信
頼

性
の
高
い
技
術
と
し
て
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
た（

1（
（

。
指
紋
採
取
は
い
わ
ば
当
時
の
最

新
鋭
の
「
科
学
捜
査
技
術
」
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
用

し
て
ド
イ
ツ
帝
国
全
土
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
を
個
別
に
把
握
す
る
こ
と
、
採
取
し
た

指
紋
を
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
と
集
約
し
、
一
元
管
理
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ポ
リ
ツ
ァ
イ

の
み
な
ら
ず
検
察
や
戸
籍
役
場
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
つ
い
て
の
情
報
も
同
セ
ン
タ

ー
へ
組
み
入
れ
た
総
合
的
な
情
報
拠
点
を
築
く
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
そ
し
て

は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
認
識
が
当
時
の
内
務
省
関
係
者
の
主
眼
に
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る（

11
（

。

そ
れ
で
は
彼
ら
は
い
か
な
る
形
で
統
一
的
な
措
置
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
で
は
「
人
物
を
同
定
す
る
手
続
き
（

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

強
調
原

文
）」
は
、
と
り
わ
け
長
期
間
に
渡
る
自
由
の
剥
奪
の
危
険
に
晒
さ
れ
た
際
、
あ
る

架
空
の
人
物
を
で
っ
ち
上
げ
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
嘘
を
看
破
し
、
か
つ
て
当
局

が
手
を
焼
い
て
い
た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
身
元
の
再
確
認
作
業
を
常
時
可
能
と
す

る
も
の
だ
と
い
う
。
今
日
の
刑
法
学
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
指
紋
採
取
方
式
（

0

0

0

0

0

0

強

調
原
文
）
が
最
も
簡
便
・
安
価
で
確
実
な
鑑
識
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
と
い
う
。
現
在

ザ
ク
セ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
な
ど
で
こ
の
指
紋
採
取
方
式
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
後
者

で
は
と
り
わ
け
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
識
別
の
際
に
極
め
て
有
効
だ
っ
た
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
参
加
各
邦
国
の
す
べ

て
の
地
域
に
お
い
て
指
紋
採
取
方
式
を
必
ず
直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
出
現
に
か
ん
す
る
「
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と

同
セ
ン
タ
ー

0

0

0

0

（`

強
調
原
文
）
へ
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
集
約
が
必
要
」
で
あ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
に
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
か
ら
採
取
さ
れ
た
指
紋
採
取
用
紙
が
送
付
さ
れ
、

本
覚
書
に
賛
同
し
た
全
協
定
加
盟
国
に
と
っ
て
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る

と
さ
れ
る
。
保
安
警
察
官Sicherheitsbeam

ten

の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
バ
イ
エ

ル
ン
の
よ
う
に
検
察
の

0

0

0

（
強
調
原
文
）
情
報
セ
ン
タ
ー
」、
そ
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
の

課
題
で
も
あ
る
「
戸
籍
役
場
の

0

0

0

0

0

（
強
調
原
文
）
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
組
み
入
れ
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う（

11
（

。
さ
ら
に
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
第
八
項
「
指
紋
採
取
措

置
」
で
は
、
証
明
書
を
保
有
し
て
い
れ
ば
一
年
間
に
わ
た
っ
て
自
分
の
素
性
を
見
破

ら
れ
ず
に
そ
の
土
地
を
放
浪
す
る
の
が
し
ば
し
ば
容
易
な
た
め
、
と
り
わ
け
「
ツ
ィ

ゴ
イ
ナ
ー
」
が
何
ら
か
の
前
科
を
有
し
て
い
る
場
合
、
偽
造
、
窃
盗
、
買
取
な
ど
に

よ
っ
て
各
種
証
明
書
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
通
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本
名
を
申
告
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得
て
合
法
的
に
放
浪
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
、
そ
の
放
浪
経
路
を
把
握
す
る
こ

と
、「
五
、六
、七
」
か
ら
そ
の
他
処
罰
対
象
と
な
る
よ
う
な
ふ
る
ま
い
や
秩
序
を
乱

す
こ
と
を
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
が
内
務
省
関
係
者
に
と
っ
て
の
関
心
事
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
報
告
事
項
と
し
て
「
三
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
当

該
箇
所
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
第
二
一
項

「
行
商
証
明
書
」
に
お
い
て
、「
行
商
証
明
書
」
の
発
行
あ
る
い
は
有
効
期
限
延
長
の

手
続
き
を
取
る
際
、
申
請
者
が
「
鋳
掛
師
」「
ブ
リ
キ
や
針
金
で
で
き
た
製
品
の
販

売
」「
馬
の
売
買
人
」
な
ど
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
営

ま
れ
る
こ
と
の
多
い
商
売
に
携
わ
っ
て
い
る
」
場
合
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
物
品
を
持
ち
運
び
、
い
か
な
る
行
商
に
従

事
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
人
物
が
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
し
て
ハ
イ
テ
の
発

言
か
ら
こ
れ
ら
は
保
安
上
の
予
防
措
置
の
一
環
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
合
法
性
は
い
か
な
る
形
で
担
保
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
「
各
種
身
分
証
明
書
」
に
つ
い
て
、『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚

書
』
第
一
一
項
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
に
か
ん
す
る
そ
の
他
の
取
扱
い
」
で
は
国
内
で

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
遭
遇
し
た
際
、
そ
の
人
物
の
各
種
身
分
証
明
書
が
正
式
な
も

の
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
時
長
々
と
異
議
を
唱
え
る
か
、「
ツ

ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
そ
も
そ
も
身
分
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
物

は
国
籍
確
認
の
た
め
に
逮
捕
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
時
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
合
法
性
を
測
る
上
で
「
各
種
身

分
証
明
書
」
が
一
つ
の
判
断
材
料
だ
っ
た
状
況
が
伺
え
る
。
そ
の
発
行
基
準
は
①

『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
第
二
一
項
「
行
商
証
明
書
」
と
②
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

覚
書
』
第
一
九
項
「
各
種
証
明
書　

概
要
」
の
記
述
か
ら
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

①
に
つ
い
て
、「
外
国
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
帝
国
籍
で
あ
る
こ

こ
の
情
報
拠
点
を
用
い
な
が
ら
、
法
に
則
ら
ず
「
放
浪
生
活
」
を
送
る
も
の
た
ち
を

取
り
締
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
「
累
犯
者
」（
す
な
わ
ち
「
常
習
的

犯
罪
者
」）
を
特
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

の
「
放
浪
生
活
」
が
秩
序
と
安
寧
を
脅
か
す
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
う
し
た
情
報
拠
点
の
構
想
に
加
え
て
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
第
五
項
で

は
、
現
場
で
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
応
し
て
い
た
保
安
警
察
官
が
次
の
よ
う
な
情
報

を
集
め
、
郡
庁Landratsam

t
な
ど
上
位
の
行
政
官
庁
へ
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
一
、
集
団
の
構
成
員
個
々
人
の
人
物
情
報
（
名
前
、
宗
教
、
家
族
構

成
、
職
業
、
郷
里
、
出
生
地
、
生
年
月
日
、
家
系
、
結
婚
し
た
場
所
お
よ
び
結
婚
日

の
申
告
あ
る
い
は
証
明
）。
二
、
活
動
内
容
、
活
動
日
、
署
名
の
記
さ
れ
た
各
種
身

分
証
明
書
。
三
、
馬
、
そ
の
他
の
動
物
、
馬
車
、
そ
の
他
の
注
目
に
値
す
る
物
品
を

運
ん
で
い
る
か
ど
う
か
。
四
、
放
浪
の
出
発
地
と
針
路
。
五
、
目
に
つ
い
た
立
ち
振

る
舞
い
、
と
り
わ
け
処
罰
対
象
と
な
る
行
為
。
六
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
よ
り
講
ぜ
ら
れ

た
措
置
、
実
施
さ
れ
た
刑
法
上
の
取
り
調
べ
。
七
、
後
述
の
規
定
と
照
ら
し
、「
ツ

ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
新
た
に
面
倒
を
引
き
起
こ
す
と
予
見
さ
れ
る
理
由
。
そ
し
て
、
事

後
判
明
し
た
窃
盗
・
詐
欺
な
ど
の
よ
う
に
、
件
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
立
ち
去
っ

た
後
で
あ
っ
て
も
、
の
ち
ほ
ど
知
り
得
た
あ
ら
ゆ
る
身
辺
状
況
を
速
や
か
に
報
告
す

る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
た（

11
（

。
以
上
の
規
定
に
か
ん
し
て
、
上
述
さ
れ
た
よ
う
な

「
予
防
的
な
立
ち
入
っ
た
監
視
」
に
よ
っ
て
情
報
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
確
か
な
業
務
遂

行
が
可
能
と
な
る
」
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
長
官
ハ
イ
テ
に
よ
っ
て
主
張
さ

れ
、
出
席
者
の
賛
同
を
得
た（

11
（

。

こ
の
規
定
で
は
、
先
述
の
指
紋
採
取
措
置
に
加
え
て
、「
一
」
か
ら
氏
名
や
生
年

月
日
、
出
生
地
な
ど
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
戸
籍
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
、「
二
、四
」
か
ら
「
各
種
身
分
証
明
書
」
の
携
行
な
ど
、
行
政
当
局
の
許
可
を
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え
る
こ
と
を
内
務
省
関
係
者
は
望
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が

一
方
で
は
身
元
不
明
で
素
性
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
「
労
働
忌
避
」「
物
乞
い
」「
浮

浪
生
活
」「
飲
酒
癖
」
と
い
っ
た
「
怠
惰
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
問
題
視
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
他
方
で
は
「
見
せ
か
け
の
住
居
」
で
な
い
「
一
定
の
住

居
」
を
常
に
保
有
し
「
子
供
の
世
話
な
ら
び
に
教
育
」
の
義
務
を
果
た
し
た
う
え
で

行
商
活
動
を
営
む
と
い
う
定
住
生
活
を
要
請
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
を
「
素
性
の
知
れ
な
い
怠
惰
な
人
び
と
」
と
見
な
し
、「
各

種
身
分
証
明
書
」
を
用
い
て
彼
ら
に
制
約
を
課
す
こ
と
で
「
放
浪
生
活
」
を
抑
制
し

よ
う
と
す
る
内
務
省
関
係
者
の
意
図
が
伺
え
る
。

で
は
、
彼
ら
は
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
し
て
同
化
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
第
二
九
項
「
定
住
化
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
子
ど
も

の
教
育
、
帰
化
」
で
は
同
化
政
策
に
か
ん
し
て
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
定
住
化
、

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
子
ど
も
の
教
育
、
そ
し
て
そ
の
他
の
指
示
さ
れ
た
保
護
措
置

に
か
ん
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
共
通
の
狙
い
が
ま
だ
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
分
野
で
推
進
さ
れ
る
べ
き
歩
み
は
当
面
各
国
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
に
す
べ
き
で
あ

り
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
参
加
国
内
に
存
在
す
る
郷
里
の
な
いheim

atlos

「
国

内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
帰
化
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
規
定
さ
れ
て
い
る（

11
（

。 

そ

し
て
こ
の
規
定
に
か
ん
し
「『
真
の
』
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
移
動

本
能
は
経
験
的
に
根
絶
困
難
で
あ
り
、
彼
ら
を
土
地
に
引
き
つ
け
、
定
住
生
活
の
様

式
に
順
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
度
重
な
る
試
み
は
、
啓
蒙
の
時
代
か
ら
根
気
強
く
多

額
の
費
用
を
か
け
て
講
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
さ

れ
る
。「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
お
い
て
も
、
定
住
化
を
目
指
す
措
置
は
ほ
と

ん
ど
成
功
が
約
束
さ
れ
て
い
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の

国
家
は
こ
う
し
た
努
力
を
完
全
に
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
若

干
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
は
も
し
か
す
る
と
仕
事
に
慣
れ
親
し
み
、
有
用
な
民
族
同
胞

と
を
十
分
に
証
明
で
き
な
い
も
の
は
、
つ
ね
に
行
商
証
明
書
の
発
行
を
拒
否
さ
れ
る

も
の
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
は
し
ば
し
ば
身

元
が
疑
わ
し
か
っ
た
り
、
常
習
的
な
労
働
忌
避
・
物
乞
い
・
浮
浪
生
活
・
飲
酒
癖
で

悪
名
高
か
っ
た
り
す
る 

（
帝
国
営
業
法
五
七
条
第
四
項
）
た
め
、「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
」
で
あ
っ
て
も
通
例
発
行
を
拒
否
す
る
理
由
が
存
在
す
る
と
い
う
。
ま
た
、

国
内
に
お
け
る
一
定
の
住
居
と
い
う
行
商
証
明
書
の
取
得
要
件
（
帝
国
営
業
法
第

五
七
条
ｂ
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
対
し
て
適
切
に
運
用

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。「
一
定
の
住
居

0

0

0

0

0

（
強
調
原
文
）
と
い
う
も
の
は
、
申
請
者

が
長
期
的
に
保
有
す
る
予
定
だ
と
思
わ
れ
る
住
居
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
住
居
が
単
に
行
商
証
明
書
を
得
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
、
た
だ
の
見
せ
か
け
の
住
居Scheinw

ohnsitz
に
す
ぎ
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
正
確
に
調
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
と
い
う
。
最
後
に
、
子
ど
も
の

世
話
な
ら
び
に
教
育
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
帝
国
営
業
法
五
七
条
第

四
項
に
お
け
る
行
商
証
明
書
の
発
行
拒
否
理
由
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
放
浪
し
て
い

る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
子
ど
も
が
一
時
的
に
学
校
を
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、
居
住

地
で
両
親
が
教
育
を
提
供
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
十
分
な
教
育
と
し
て
見
な
さ
れ

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

②
に
か
ん
し
て
は
、
各
種
証
明
書
を
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
対
し
て
発
行
す
る

際
に
は
、
最
大
限
の
慎
重
さ
と
綿
密
さ
で
も
っ
て
用
心
深
く
作
業
を
す
す
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
本
人
確
認
が
明
ら
か
に
確
認
で
き
て
い
な
い
場
合
は
ど
ん
な
ケ
ー

ス
で
あ
ろ
う
と
発
行
し
な
い
こ
と
。「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
に
よ
る
申
告
内
容
が
正
確

な
も
の
か
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る（

11
（

。

ま
ず
①
の
規
定
か
ら
ド
イ
ツ
国
籍
を
証
明
で
き
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
し
て

の
み
行
商
活
動
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
①
②
の
規
定

か
ら
ド
イ
ツ
国
籍
で
あ
っ
て
も
行
商
証
明
書
な
ど
の
「
各
種
証
明
書
」
の
発
行
を
控
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へ
と
育
て
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に

む
け
て
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
す
の
が
、
そ
う
し
た
希
望
が
待
ち
受
け
て
い
る
国
家
に

と
っ
て
の
責
務
だ
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
国
籍
が
不
確
か
で
あ
り
、
確
認
す
る
こ
と
も

困
難
で
あ
ろ
う
膨
大
な
数
の
「
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う

好
ま
し
く
な
い
状
況
に
対
し
、
こ
う
し
た
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
を
た
だ
単
に
あ
る
特

定
の
邦
国
に
あ
て
が
う
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
慮
を
促

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
放
浪
生
活
と
決
別
す
る
こ
と
を
望
む
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ

ー
」
に
対
し
て
は
、
帰
化
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
邦
国
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の

地
域
に
根
を
下
ろ
す
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う（

1（
（

。

ま
ず
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
同
化
政
策
は
統
一
的
な
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
参
加
各
邦
国
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

「
郷
里
の
な
い
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
の
帰
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
「『
真
の
』
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
は
そ
の
「
移
動
本
能
」
ゆ
え
に
同
化
政

策
は
「
失
敗
」
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
挫
折
」
の
歴

史
か
ら
し
て
同
化
政
策
は
今
後
も
ほ
と
ん
ど
「
成
功
」
す
る
見
込
み
は
な
い
も
の

の
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
仕
事
に
慣
れ
親
し
ん
だ

「
有
用
な
民
族
同
胞
」
を
生
み
出
す
た
め
だ
け
で
な
く
、「
国
籍
が
不
確
か
で
あ
り
、

確
認
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
膨
大
な
数
の
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
が
存
在
し
て

い
る
と
い
う
好
ま
し
く
な
い
状
況
」
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ド
イ

ツ
帝
国
国
内
に
は
、
当
局
が
身
元
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
国
籍
な
ど
が
わ
か
ら
な
い

多
数
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
人
物
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
一
括

し
て
あ
る
特
定
の
邦
国
に
あ
て
が
う
か
帰
化
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
邦
国
へ
結
び
つ

け
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
彼
ら
の
帰
属
先
を
決
め
、
そ
こ
に
定
住
さ
せ
て
い
く
必
要

が
説
か
れ
て
い
る
。
本
規
定
に
つ
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
代
表
は
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の

特
性
が
取
り
除
か
れ
た
と
き
に
の
み
、
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
国
籍
付
与
は
考
慮
し
う

る
」
と
し
、「
参
加
国
内
に
存
在
す
る
郷
里
の
な
い
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
帰
化

は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
の
削
除
を
提
案
し
て
い
る（

11
（

。
エ
ル
ザ
ス

＝
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
代
表
も
「
帰
化
の
試
み
に
は
ほ
と
ん
ど
期
待
し
て
い
な
い
」
と

表
明
し
て
い
る
一
方
で
、「
定
住
化
が
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
外
国
の
ツ
ィ

ゴ
イ
ナ
ー
と
無
国
籍
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
を
入
植
で
き
な
い
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
提

言
し
て
い
る（

11
（

。
こ
の
提
案
に
対
し
、
バ
ー
デ
ン
代
表
な
ら
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
代
表
は

「
帝
国
植
民
庁
の
反
対
に
遭
う
」
こ
と
を
理
由
に
反
対
し
て
い
た
が
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
代
表
な
ら
び
に
ヘ
ッ
セ
ン
代
表
は
「
注
目
に
値
す
る
」
と
賛
意
を
表
明
し
て

い
た（

11
（

。
そ
し
て
「
最
終
的
に
種
々
の
ラ
ン
ト
法
の
規
定
を
理
由
と
し
て
、
第
二
段
落

の
『
郷
里
の
な
い
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
』
と
い
う
表
現
に
対
す
る
懸
念
も
表
明
さ

れ
た
」
た
め
、「
参
加
国
内
に
存
在
す
る
郷
里
の
な
い
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
の
帰

化
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
の
削
除
が
決
議
さ
れ
た（

11
（

。

以
上
か
ら
、
内
務
省
関
係
者
は
国
籍
不
明
で
身
元
が
確
認
で
き
な
い
多
数
の

「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
風
に
放
浪
す
る
人
物
」
に
何
ら
か
の
形
で
対
処
す
る
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
各
邦
国
の
現
行
法
の
枠
内
で
は
帰
化
や
入
植
に
よ
っ
て
彼
ら

の
帰
属
先
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
も
見
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

内
務
省
関
係
者
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
禍
の
撲

滅
」
を
目
指
し
て
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
集
っ
た
も
の
の
、
同
化
政
策
に
お
け
る

「
協
力
」
は
各
邦
国
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

小
括

「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
お
け
る
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
を
巡
る
論
議
に
お

い
て
は
①
人
種
に
基
づ
く
概
念
②
国
籍
に
基
づ
く
概
念
③
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
概
念

と
い
っ
た
三
種
類
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
が
、
各
邦
国
の

内
務
省
関
係
者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
③
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
内
務
省
関
係
者
が
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よ
り
具
体
的
に
は
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
、
い
か
な
る
対
応

を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
認
識
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。

当
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
に
は
「
国
籍
が
不
確
か
で
あ
り
、
確
認
す
る
こ
と
も
困
難

で
あ
ろ
う
膨
大
な
数
の
国
内
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
が
い
た
。
内
務
省
関
係
者
に
と
っ

て
彼
ら
は
「
素
性
の
知
れ
な
い
怠
惰
な
人
び
と
」
で
あ
り
、
各
個
人
の
身
元
確
認
・

合
法
性
の
検
査
・
帰
化
や
入
植
に
よ
る
定
住
化
と
い
っ
た
多
く
の
行
政
的
な
管
理
課

題
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
中
に
は
「
常
習
的
犯
罪
者
」
が
含

ま
れ
て
お
り
保
安
上
の
危
険
を
も
た
ら
す
と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
同
化
政

策
に
よ
っ
て
彼
ら
に
「
放
浪
生
活
」
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

極
め
て
困
難
だ
と
も
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
内
務
省
関
係
者
は
シ
ン
テ
ィ
・
ロ

マ
の
「
放
浪
生
活
」
そ
れ
自
体
を
問
題
視
し
て
お
り
、
指
紋
採
取
方
式
と
い
う
当
時

最
新
鋭
の
「
科
学
捜
査
技
術
」
を
導
入
し
て
彼
ら
の
個
人
情
報
を
把
握
し
、
そ
れ
を

一
元
管
理
す
る
総
合
的
な
情
報
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
彼
ら
に
対
す
る
管
理
を
厳

格
化
し
た
り
、
彼
ら
に
合
法
性
を
付
与
す
る
行
商
証
明
書
な
ど
の
「
各
種
証
明
書
」

の
発
行
を
制
限
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
り
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

４　

結
論
的
考
察

以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
「『
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
』
政
策
に
お
け
る
シ
ン
テ

ィ
・
ロ
マ
概
念
が
当
時
の
社
会
に
普
及
し
て
い
た
そ
れ
と
一
定
の
親
和
性
を
有
し
て

い
た
た
め
、
両
概
念
の
並
存
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
を
考

察
し
て
い
く
。
百
科
事
典
と
内
務
省
関
係
者
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
を
対

照
さ
せ
る
た
め
、
ま
ず
前
者
に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
に
つ
い
て
整
理
す
る

と
、
そ
こ
で
一
貫
し
て
い
た
概
念
は
①
「
イ
ン
ド
出
自
」
②
「
放
浪
民
族
」
③
「
物

乞
い
・
盗
み
・
金
属
加
工
業
が
生
業
」
④
「
放
浪
生
活
の
過
程
で
諸
民
族
と
の
か
か

わ
り
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
言
語
」
と
い
う
四
点
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
代

以
降
に
追
加
さ
れ
た
概
念
は
⑤
「
盗
賊
と
の
結
び
つ
き
」
⑥
「
生
業
に
お
け
る
熟
練

性
」
⑦
「
世
界
中
を
移
動
す
る
存
在
」
⑧
「
定
住
政
策
の
対
象
」
⑨
「
物
質
的
貧
し

さ
」
⑩
「
人
種
」
と
い
う
六
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
条
項
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
は
、（
Ａ
）
人
種
に
基

づ
く
概
念 

（
Ｂ
）
国
籍
に
基
づ
く
概
念
（
Ｃ
）
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
概
念
と
い
っ
た

三
種
類
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
（
Ａ
）
に
か
ん
し
て

は
⑩
が
、（
Ｂ
）
に
か
ん
し
て
は
⑦
が
、（
Ｃ
）
に
か
ん
し
て
は
②
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応

し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
条
項
を
巡
る
議
論

に
お
け
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
は
、
従
来
か
ら
一
貫
し
て
い
た
「
放
浪
民
族
」
と

し
て
の
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
新
た
に
定
着
し
て
き
た
「
知
見
」

で
あ
る
「
人
種
」
や
「
世
界
中
を
移
動
す
る
存
在
」
と
し
て
の
そ
れ
と
も
対
応
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
百
科
事
典
で
見
出
さ
れ
た
概
念
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

双
方
が
一
定
の
親
和
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」

条
項
に
お
け
る
内
務
省
関
係
者
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
は
、
百
科
事
典
で
見
ら
れ

た
一
般
的
な
「
知
見
」
の
変
遷
に
対
応
し
て
い
た
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。

他
方
、
内
務
省
関
係
者
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な

措
置
を
巡
る
議
論
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、「
放
浪
生
活
」
そ
れ
自
体
、

す
な
わ
ち
彼
ら
の
ふ
る
ま
い
を
問
題
視
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
内
務
省
関
係
者
は
情
報
拠
点
を
用
い
て
、
法
に
則
ら
ず
「
放
浪
生
活
」
を
送
る
も

の
を
取
り
締
ま
り
、
そ
の
中
に
潜
む
「
常
習
的
犯
罪
者
」
を
特
定
し
、
秩
序
と
安
寧

を
維
持
す
る
と
い
う
保
安
上
の
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
素
性

の
わ
か
ら
な
い
も
の
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
、
合
法
性
を
見
定
め
る
と
と
も
に
、
彼

ら
に
合
法
性
を
付
与
し
な
い
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。
そ
れ
は
各
邦
国
の
現
行
法
の
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枠
内
で
は
彼
ら
に
対
し
て
効
果
的
な
同
化
政
策
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
な
し

て
い
た
の
に
加
え
、
彼
ら
の
「
放
浪
生
活
」
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
関
係
者
に
と
っ
て
彼
ら

は
解
決
困
難
な
行
政
的
管
理
課
題
を
も
た
ら
す
存
在
で
も
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
内
務
省
関
係
者
の
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
概
念
は
、「
ツ

ィ
ゴ
イ
ナ
ー
概
念
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
観
念
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
当
時
普
及
し

て
い
た
多
様
な
概
念
の
並
存
す
る
「
知
見
」
に
準
じ
て
い
た
が
、
よ
り
具
体
的
な
措

置
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
保
安
上
な
ら
び
に
行
政
上
の
管
理
課
題
と
の
結
び
つ
き
が

強
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
シ
ン
テ
ィ
・
ロ

マ
概
念
の
棲
み
分
け
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
政
策
に
お

い
て
ふ
る
ま
い
に
基
づ
く
概
念
と
「
人
種
」
的
な
概
念
の
並
存
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

  （
1
） 

ロ
ー
ゼ
、
ロ
マ
ニ
編
、
金
子
マ
ー
テ
ィ
ン
訳
『
ナ
チ
ス
体
制
化
に
お
け
る
ス
ィ
ン

テ
ィ
と
ロ
マ
の
大
量
虐
殺

―
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
国
立
博
物
館
常
設
展
示
カ
タ

ロ
グ
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
頁
。
ロ
ー
ゼ
氏
は
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
を
拠
点
と
す
る
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
組
織“Verband der D

eutschen 

Sinti und R
om

a”

の
代
表
で
あ
る
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
現
在
）。Sinti

の
日
本

語
表
記
に
つ
い
て
。Si

に
つ
い
て
は
発
音
に
よ
り
近
い
「
ス
ィ
」
と
い
う
表
記

を
当
る
研
究
者
も
い
る
が
、
日
本
で
慣
例
と
な
っ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る

「
シ
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
つ
ま
り
本
稿
で
は
シ
ン
テ
ィ
と
表
記
す
る
。

（
2
） 

な
お
、
シ
ン
テ
ィ
と
は
「
中
世
後
期
か
ら
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
定
住
し
つ
づ
け

た
少
数
民
族
構
成
員
」
で
あ
り
、
ロ
マ
と
は
「
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
ド

イ
ツ
へ
流
入
し
た
構
成
員
」
を
指
し
て
い
る
（
同
書
、
一
三
頁
）。
ロ
マ
（
単
数

形
：
ロ
ムR

om

）
と
は
彼
ら
の
言
語
（
ロ
マ
ニ
語R

om
any

）
で
「
人
間
」
を
意

味
す
る
が
、
シ
ン
テ
ィ
（
単
数
形
：
シ
ン
トSinto

）
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
、
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
南
東
部
の
州
名
で
も
あ
る
シ
ン
ドSindh

に
由
来
す

る
と
い
う
見
解
や
古
イ
ン
ド
語
で
「
共
同
体
」
を
指
す
と
す
る
見
方
も
あ
る
（
同

書
、
一
三
頁
。K

EN
R

IC
K

, D
onald, H

istorical D
ictionary of the Gypsies 

(Rom
anies) , Lanham

/M
eryland/Toronto/Plym

outh, 2007 [2nd Ed.]

）。

（
3
） 

こ
れ
ま
で
の
警
察
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
の
警
察
制
度

は
「
広
義
の
警
察
」
と
い
う
用
語
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
「
公
共
の
福
祉
」
と
「
危
険
の
防
止
」・「
秩
序
の
維

持
」
を
包
含
す
る
「
良
き
統
治
」
と
し
て
の
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
と
い
う
表
現
を
用

い
る
こ
と
と
す
る
（
矢
野
久
「
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
か
ら
ナ
チ
警
察
へ

―
〈
現
代

化
〉
の
先
取
り
？
」
林
田
敏
子
・
大
日
方
純
夫
編
『
警
察
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
二
年
、
一
五
一
頁
）。

（
4
） 

『
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
・
ブ
ッ
ク
』
に
は
三
三
五
〇
名
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」「
ツ
ィ
ゴ

イ
ナ
ー
風
に
放
浪
し
て
行
商
を
営
む
人
物
」「
国
内
に
一
定
の
住
居
を
持
た
な
い

様
々
な
人
物
」
と
見
な
さ
れ
た
人
び
と
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

六
一
三
名
に
つ
い
て
は
出
生
地
や
家
族
構
成
、
こ
れ
ま
で
の
受
刑
歴
な
ど
詳
細

な
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（D

ILLM
A

N
N

, A
lfred [H

rsg.], Zigeuner-Buch , 

M
ünchen, 1905, S.9 ; LU

C
A

SSEN
, Leo, Zigeuner: die Geschichte eines 

polizeilichen O
rdnungsbegriffes in D

eutschland 1700-1945 , K
öln, 

1995, S. 181-182

）。

（
5
） LU

C
A

SSEN
, Zigeuner , S. 174.

（
6
） ZIM

M
ER

M
A

N
N

, M
ichael, Rassenutopie und Genozid : die nationalsozi-

alistische „Lösung der Zigeunerfrage

“, H
am

burg, 1996, S.63.

（
7
） 

厳
密
に
は
版
に
よ
っ
て
書
名
が
異
な
る
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
本
稿
に
お
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い
て
は
『
マ
イ
ヤ
ー
ス
百
科
事
典
』
で
統
一
す
る
。
正
式
な
書
名
は
次
の
通

り
。M

eyers Konversations=lexikon. , Leipzig/W
ien,1878 (3. A

uflage) ; 

M
eyers Konversations=lexikon. , Leipzig/W

ien, 1890(4. A
uflage) ; M

eyers 

Konversations=lexikon. , Leipzig/W
ien, 1897 (5. A

uflage) ; M
eyers Großes 

K
onversations=lexikon. , L

eipzig/W
ien, 1908 (6. A

uflage) ; M
eyers 

Lexikon. , Leipzig/W
ien, 1930 (7. A

uflage).

（
8
） H

auptstaatsarchiv M
ünchen, M

Inn (M
inisterium

 des Innern) 66437, 

D
enkschrift über die B

ekäm
pfung der Zigeunerplage (Im

 A
uftrage des 

K
. B

ayerischen Staatsm
inisterium

s des Innern, ausgearbeitet von der K
. 

Polizeidirektion M
ünchen), M

ünchen, 1912; M
Inn 66437, N

iederschrift 

über die B
esprechung im

 K
.B

. Staatsm
inisterium

 des Innern am
 18. und 19. 

D
ezem

ber 1911, betreffend die B
ekäm

pfung der Zigeunerplage. 

（
9
） 

参
加
国
は
次
の
通
り
。
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、 

バ
ー

デ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
エ
ル
ザ
ス
＝
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
、 
バ
イ
エ
ル
ン
（
主
催
国
）

（N
iederschrift, S.1-2

）。

（
10
） 

主
な
参
加
者
は
次
の
通
り
（
筆
者
抜
粋
）。
レ
ン
ツLEN

Z

（
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務

省
枢
密
院
上
級
参
事
官
）、
ア
イ
ヒ
ェ
レA

IC
H

ELE

（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

の
官
僚
）、
ベ
ヒ
ト
レB

EC
H

TLE

（
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
内
務
省
参
事
官
）、
ヴ

ィ
ッ
ツ
レ
ー
ベ
ンW

ITZLEB
EN

, Von

（
バ
ー
デ
ン
内
務
省
参
事
官
）、
ベ
ス
ト

B
EST

（
ヘ
ッ
セ
ン
内
務
省
公
衆
衛
生
管
理
局
局
長
・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
担
当
官
）
ネ

ル
ケ
ンN

ELK
EN

（
エ
ル
ザ
ス
＝
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
王
室
参
事
官
）
リ
ン
ド
ナ
ー

LIN
D

N
ER

（
バ
イ
エ
ル
ン
外
務
省
・
司
法
省
）、
ブ
ラ
ン
トB

R
A

N
D

（
バ
イ
エ

ル
ン
内
務
省
上
級
参
事
官
・
議
長
）、
イ
ム
ホ
ー
フIM

H
O

FF, Von

（
バ
イ
エ
ル

ン
内
務
省
試
補
）、
ハ
イ
テH

EY
D

TE, Von der

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ポ
リ
ツ
ァ
イ
長

官
）、
デ
ィ
ル
マ
ンD

ILLM
A

N
N

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ポ
リ
ツ
ァ
イ
行
政
長
官
）、
ハ

ル
ス
テ
ルH

A
R

STER

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ポ
リ
ツ
ァ
イ
試
補
）（Ebd., S1-2

）。

（
11
） 

議
長
ブ
ラ
ン
ト
の
発
言
「
ま
ず
は
南
ド
イ
ツ
諸
邦
国
の
連
合
が
先
決
で
あ
る
が
、

今
回
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
協
議
参
加
を
極
め
て
肯
定
的
に
受
け
取
る
」（Ebd., S.2

）。

（
12
） D

enkschrift, S.3-4. A
LB

R
EC

H
T, A

ngelika, Zigeuner in Altbayern: 1871 - 

1914; eine sozial-, w
irtschafts- und verw

altungsgeschichtliche U
nter-

suchung der bayerischen Zigeunerpolitik, M
ünchen, 2002, S.168.

（
13
） 

例
え
ば
以
下
を
参
照
。ZIM

M
ER

M
A

N
N

, Rassenutopie , S.61. B
O

N
ILLO

, 

M
arion, „Zigeunerpolitik

“ im
 D

eutschen Kaiserreich 1871-1918 , 

Frankfurt am
 M

ain/B
erlin/B

ern/B
ruxelles/N

ew
 York/O

xford/W
ien, 2001, 

S.207-208.

（
14
） A

LB
R

EC
H

T, Altbayern , S.168.

（
15
） 

例
え
ば
『
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
議
事
録
』
第
二
一
項
「
行
商
証
明
書
」
を
巡
る
議
論

に
お
い
て
、「
証
明
書
に
は
…
」
と
い
う
表
現
に
「
可
能
で
あ
れ
ば
」
と
い
う
文

言
を
追
記
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
て
い
る
（N

iederschrift, S.20-21

）。『
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
覚
書
』
の
当
該
箇
所
を
確
認
し
て
み
る
と
、
こ
の
文
言
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
（D

enkschrift, S.37

）。

（
16
） D

enkschrift, S.7.

（
17
） Ebd., S.4. 

こ
の
記
述
の
参
照
先
と
し
て
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
参
加
者
の
一
人
で

あ
る
ア
イ
ヒ
ェ
レ
の
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ナ
ー
」
問
題
に
か
ん
す
る
著
作
（A

IC
H

ELE, 

H
erm

ann, die Zigeunerfrage m
it besonderer Berücksichtigung 

W
ürttem

bergs , Stuttgart,1912

）
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
が
伺
え
る
。

（
18
） N

iederschrift, S.3-4.

（
19
） Ebd., S.5.

（
20
） Ebd., S.6.

（
21
） Ebd., S.6.
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し
よ
う
と
す
る
動
き
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
） D

enkschrift, S.15.

（
35
） N

iederschrift, S.14-15.

こ
こ
で
は
ヘ
ッ
セ
ン
代
表
に
よ
っ
て
「
一
」
の
確
認
項

目
と
し
て
軍
役
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
も
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
採
用
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
36
） D

enkschrift, S.37.

（
37
） Ebd., S.24. 

こ
の
規
定
に
か
ん
し
て
は
、
各
邦
国
の
規
定
で
は
国
籍
確
認
の
た
め

の
逮
捕
が
常
に
可
能
で
は
な
い
と
い
う
懸
念
が
示
さ
れ
、「
そ
の
人
物
は
国
籍
確

認
の
た
め
に
逮
捕
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
を
「
現
存
す
る
規
定
に
従
っ
て
国
籍
確

認
の
た
め
に
可
能
な
限
り
そ
の
人
物
を
拘
束
す
る
」
へ
と
変
更
す
る
こ
と
で
合
意

さ
れ
て
い
る
（N

iederschrift, S.16-17

）。

（
38
） D

enkschrift, S.36.

こ
の
規
定
に
か
ん
し
て
は
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ
ず
、
引

用
箇
所
は
原
文
の
ま
ま
合
意
さ
れ
て
い
る
（N

iederschrift, S.20-21

）。

（
39
） D

enkschrift, S.35.

こ
の
規
定
に
か
ん
し
て
は
、
原
文
の
ま
ま
合
意
さ
れ
て
い
る

（N
iederschrift, S.20

）。

（
40
） D

enkschrift, S.41.

（
41
） Ebd., S.41-42.

（
42
） N

iederschrift, S.23. 

（
43
） Ebd.,S.24.

（
44
） Ebd., S24.

（
45
） Ebd., S24.

（
お
お
た
に　

み
の
る
・
同
志
社
大
学
大
学
院
）

（
22
） Ebd., S.7. 

（
23
） Ebd., S.7.

（
24
） Ebd., S.7.

（
25
） D

enkschrift, S. 3.

（
26
） N

iederschrift, S.1-3. 

（
27
） D

enkschrift, S.4.

（
28
） Ebd., S.19-20.

（
29
） N

iederschrift, S.15-16.

（
30
） 

当
時
ベ
ン
ガ
ル
の
警
察
担
当
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
は
、
人
物
同
定
の
た
め
に
導
入

さ
れ
た
ベ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
方
式
で
必
要
な
コ
ン
マ
・
ミ
リ
単
位
の
精
密
さ
を
当
地
で

得
る
こ
と
の
困
難
に
対
処
す
る
た
め
、「
一
〇
本
の
指
の
指
紋
の
組
合
せ
に
注
目
」

し
、「
き
わ
め
て
簡
便
な
分
類
と
検
索
の
方
式
を
作
り
出
し
た
」（
渡
辺
公
三
『
司

法
的
同
一
性
の
誕
生

―
市
民
社
会
に
お
け
る
個
体
識
別
と
登
録
』
言
叢
社
、

二
〇
〇
三
年
、
一
二
九
頁
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
）。 

（
31
） 

林
田
敏
子
「
イ
ギ
リ
ス
警
察
と
『
近
代
』

―
ボ
ビ
ー
神
話
の
形
成
と
崩
壊
」
林

田
・
大
日
方
、
前
掲
書
、
二
五
八
～
二
五
九
頁
。
渡
辺
、
前
掲
書
、
一
三
六
頁
。

（
32
） 

こ
う
し
た
措
置
導
入
の
動
き
は
、
世
紀
転
換
期
前
後
か
ら
の
刑
事
警
察
を
中
心
と

し
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
の
専
門
化
の
一
環
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る 

（
矢
野
久
「
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
民
の
警
察
化

―
日
独
比
較
史
の
観
点
か
ら
」『
三
田

学
会
雑
誌
』
一
〇
二
巻
四
号
、
二
〇
一
〇
年
、
六
五
〔
六
九
九
〕
頁
。LU

C
A

S-

SEN
, Zigeuner , S. 175-176 

）。 

（
33
） 

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
に
対
す
る
指
紋
採
取
措
置
は
乳
幼
児
や
老
人
も
対
象
と
さ

れ
て
お
り
、
保
安
活
動
に
止
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（A

LB
-

R
EC

H
T, Altbayern , S.66

）。
こ
れ
は
、
彼
ら
に
か
ん
す
る
個
人
情
報
を
集
め
、

ポ
リ
ツ
ァ
イ
の
み
な
ら
ず
検
察
や
戸
籍
役
場
も
含
む
総
合
的
な
情
報
拠
点
を
構
築


